






要約 

新生児・乳児ビタミン K欠乏性出血症の予防のための,妊産婦または新生児・乳児に対する

ビタミン K の予防的投与の実態を知るために,日本母性保護医協会の定点モニターシステ

ムを利用して,昭和 62 年 12 月アンケートによる調査を行った。分娩を取り扱う公的病院，

私的病院,診療所,それぞれ204,193,397計794施設のうち,予防的投与を行わない施設それ

ぞれ 31,38,141 計 210 施設(26.4%),ヘパプラスチンテスト実施の結果により投与を行って

いる施設それぞれ 19，5，11計 35 施設(4.4%),原則として前例に投与を行っている施設そ

れぞれ154,150,245計549施設(69.1%)で,全体の584施設(73.6%)が投与に積極的姿勢を示

していた。 


